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Abstract
　Creatures have always developed their own appearances and nature to survive in a special way, and 
languages also have developed their own characteristics and a variety of rules in different ways. There are 
many exceptions to the rules of each language and it seems very natural considering the ways languages 
develop.
　The aim of this paper is to examine some exceptions from a viewpoint of the parallels between 
language and creature.
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されるはずの表現が B of A の形で表される可能性
が高くなる例を前回までに紹介した。たとえば＊this 
car of John という表現は car と John の関係は所有
関係にあり、A' B が所有の関係を担うため、B of 
A の形式では表わせない。しかし同じ所有関係に
あっても A の語が長い場合（this car of the people 
who live next door）は英語に浸透している end-
weight の特徴が作用して、意味と形式の関係を破



































































































genitives や genitives of measure と呼ばれる用法
である。
　たとえば前者の a women's college という表現
や、後者の例となる ten days' absence という表 
現は A's B の形式におけるスキーマを求めるに
あたって例外として最初から除外されてきた
（Taylor:1987b）。A が B を特定する機能を持たず、
他の用法と異なっているからである。しかしこう








程度は違う。たとえば descriptive genitives の例は
women という、人を意味する語が A に来ているこ
とがこの形式を使う大きな要因になっているとも言
えるからである。
　しかし日時の表現や genitives of measure の表
現の場合、たとえば today's newspaper、あるいは
ten days' absence という表現と my book という表
現の間には同じ A's B が使われていても、両者の間
に見い出せる関連性はほとんどない。A's B という
表現に見られる A と B の名詞間に存在する顕在性
の差の程度も違えば A と B の間の意味関係も違う。









の関係を表す表現形式には A's B、B of A、 AB の
３つがあり、いずれの可能性もあるのであるが、
newspaper は today という語との関係から語られ
ると B を特定する役割を果たすため、A's B の形式
が持つ表現上の有効性が発揮される。だからこの表
現形式が使われていると考えられるのである。
































































































































　平見（2004:15）で所有構文の A's B と B of A が
全く違った対照的な性質を持っていることを指摘し
た。一つは A's B は B が必ず head noun となり B
に動詞の人称の一致が行われる。しかし B of A に
は B が head noun になる場合と A が head noun に






も指摘した。A と B の顕在性の差、A と B との意
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